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カメラに照れる子どもたちの授業風景 (201011ロ ンアン省ドンタイン小学校)

久 しぶ りに中国人の友人 Lさ

ん と話す機会があ りま した。 L

さんは、 「この格差世界を改め

ることは不可能だ と思 う。私た

ちは直接接点のない他人の痛み

を感 じることができないか ら」

とい う意 味の発言 を され ま し

た。私は共感 もしたのですが、

ただ同意す るだけでは済まない

気 が して、聞 きま した。 「で

は、ベ トナムの子 どもたちと何

の接点もないあなたが、基金発

足時か ら15年 も里親を続けてい

るのはなぜですか」と。

複数の人々との会合で したの

で、その場ではお返事はいただ

けませんでしたが、 Lさ んをは

じめ、現在ベ トナム子 ども基金

の会員 と協力者 の皆 さんは約

400人 、これまでに支援、協力

してくださつた方々を加えると

800人 を超えます。 この方々の

多くは当初ベ トナムの子 どもた

ちとの間に直接の接点はなかっ

たかもしれませんが、なんらか

の思いをもつて参加 されま し

た。その思いとは、誰もの心の

中に普通にあるもので、生活上

の接点はなくとも、事実を知れ

ば何 とかしたいとい う思いでし

ょう。 さまざまな分野で、この

よ うな思いが広がってゆく中

で、この格差世界に立ち向か う

力も生まれてくるのではないで

しょうか。そ う願つています。

こんどう のばる

(近藤 昇 )

-1-



2011年 2月 15日 (火)ベ トナム子ども基金通信第52号

ベトナム子ども基金の里親の普さまヘ
20H年が元気で幸せでいらっ

しゃることをお祈 りいた しま

す。

私は、元青葉奨学生チ ン・

バ・ トクと申します。現在、千

葉大学工学部建築科 2年 生で

す。私は、高校生のとき3年 間

継続 して奨学金を支給 していた

だきました。心から感謝いたし

ます。昨年、初めてベ トナムの

里子たちの手紙を翻訳する作業

を手伝わせていただきました。

子 どもたちの手紙にすごく感動

し、そして改めて里親の皆さま

に感謝す る気持 ちにな りま し

た。6、 7年前の私は、家が貧 し

かつた り、いろいろな事情で学

校に行けない子 どもと同じ境遇

でした。 しかし、幸運なことに

皆さまのご支援のおかげで、こ

うして今の私がいます。翻訳 し

た子 どもたちの手紙を読むと、

当時のことを思い出し涙が止ま

りませんでした。

先 日、ベ トナム子 ども基金の

事 務 局 が ア ジ ア 文 化 会 館

(ABK)に あることを知 り、運

営会議 とその後に行われる勉強

会に参加 しました。当日、私は

会議に遅れて入室 しましたが、

親切に歓迎 してくださってとて

もうれ しかつたです。あま り口

本語の上手ではない私ですが、

運営委員の皆さんの熱心な意見

や討論を聞いて感動 しました。

いつもベ トナムの子 どもたちの

ことを考えてくださつているこ

とに心か ら深 く感謝いた しま

す。会議の後の勉強会で ドンズ

ー留学生の先輩がスピーチしま

したが、社会人 として 日本の企

業で働いている先輩の体験談は

いろいろ勉強になりました。こ

の先輩も元青葉奨学生です。元

青葉奨学生の先輩たちはすごく

て、自分はもつと頑張らなけれ

ばならないと思つています。

会が終わつてから、運営委員

の皆 さま と一緒に飲み会 に行

き、ごちそ うになりました。そ

の とき、 さらに

皆 さまの親切 さ

を感 じることが

できま した。介

護の仕事をなさ

つている方は、

よく気がつき私

たちの皿を頻繁

に替えて くだ さ

いま した。飲食

店でアルバイ ト

をしている私は

2度 の旅行か らのベ トナムでの

長期滞在への憧れ、途上国の貧

困について学ぶ開発学への漠然

とした興味、そ してさらに教育

の可能性を深 く知 りたい とい う

気持ちが、私を子 ども基金 と結

びつけた と思います。私の通 う

国際基督教大学 (以 下ICU)で

とて も勉 強 にな りま した① ま

た、毎月、この会議 に出席す る

ために遠 く離れた沖縄か らい ら

つ しゃつている委員の方 もいま

した。そのほかにも忙 しい仕事

の合間にベ トナム子 ども基金の

仕 事 をや つて くだ さつてい る

方々がた くさんい らっ しゃると

思います。心か らお礼申し上げ

ます。

ご存 じのように、ベ トナムに

は皆 さまか らのご支援を必要 と

している貧 しい子 どもたちがた

くさんいます。私 も自分のでき

るこ とを頑 張 りた い と思いま

す。今年 もどうぞよろしくお願

いします。
チン バ トク

(Trinh Ba Tuoc)

は、これまで学んできたことを

実践に生か し、またそこか ら学

びを得 るとい うサー ビスラーニ

ングとい うプログラムを実施 し

ています。私はこのプログラム

を通 じて、入学当初か らぜひべ

トナムで活動 したい と思つてい

ま したが、 ICUの用意す るプロ

■葉葉学会研修報を
ベ トナムでの活動を通して、子ども基金に見出す可能性

ベ トナムヘの思い

貴重な大学2年生の夏体みで

ある去年 の7月 と8月 を利用 し

て、私は5週 間ベ トナム、ホー

チミンの青葉奨学会、また ドン

ズー 日本語学校で活動 させてい

ただきました。今振 り返れば、
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グラムにはベ トナムはありませ

んでした。 どうしてもベ トナム

ヘの気持ちを諦めきれなかつた

私 は、イ ンターネ ッ トで検索

し、ベ トナム子 ども基金を見つ

けました。早速代表者である近

藤 さんに事情を説明し、
j灰

く受

け入れていただき、現地とも連

絡を取つた後、5週 間の滞在が

決定しました。

ドンズーと腎葉でのお手伝い

現地では、 ドンズー 日本語学

校 と青葉奨学会の両方のお仕事

をお手伝いさせていただきまし

た。 ドンズー 日本語学校は、青

葉奨学会も設立されたグエン・

ドク・ホゥエ先生によつて建て

られ、一般 のクラスだけでな

く、 日本への留学を視野に入れ

たコースもあり、これまで 日本

にも多くの留学生を送っていま

す。私は、一般クラス、留学生

クラスのアシスタン ト、 日本の

文化紹介、また1度留学生の 日

帰 り旅行にも同行 しました。

子 ども基金 との関連で、こち

らの方がメインであつた青葉奨

学会では、手紙の翻訳手直 しと

奨学金送 り先の視察に行かせて

いただきました。手紙翻訳の手

直 しとは、会員の方 と奨学金を

受け取つている子 どもたちのや

りとりの一環です。ベ トナム語

から日本語へベ トナム人の先生

が翻訳 した手紙の表現の間違い

や分か りにくい箇所を訂正する

こと、また 日本語からベ トナム

語へ翻訳する際に、あま りにも

達筆でベ トナム人にとつて読み

にくい 日本語を、読みやすい 日

本語へ書き直す作業でした。青

葉奨学会を支援 しているのは、

子 ども基金だけではなくて、ほ

かにも北陸 と沖縄にあるNPOも

ともに青葉奨学会へお金を送つ
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ていますが、この手紙翻訳の仕

事は、 日本で留学生などに頼み

ながら翻訳をしている子 ども基

金のためのものではなく、翻訳

技術 を持つ人がいない北陸の

NPOの ためのものでした。

地方の学校を訪問

また奨学金の送 り先の視察で

は、合計で3カ 所を訪問 しまし

た。 7月 24日 にホーチ ミン市か

ら200kmほ ど離れた、カンボジ

ア との国境 に近い ビンフ ック

省、8月 19日 と20日 にホーチ ミ

ンか ら70血で、車で約2時 間の

ロンアン省の2つ の小学校をそ

れぞれ 日帰 りで行かせていただ

きました。最初に訪問したビン

フック省には、子 ども基金運営

委員の黒羽さんとベ トナム人の

先生と、黒羽さんの支援 してい

る里子の通 うティエンフンB小

学校、また子 ども基金の会員の

方の支援で建設 されたチューヴ

ァンアン中学校の2カ 所を見学

しました。ロンアン省のロン ト

ゥアン小学校 とドンタイン小学

校は、子 ども基金の会員の方の

支援 によつて建て られた学校

で、ロン トゥアン小学校には学

生数は320人 、 ドンタイン小学

校には分校を含め全部で753人

の学生がいま した。 この2つ の

小学校では、朝 と午後のクラス

に分け、学年ごとに少ない教室

を使い回しながら、授業をして

いま した。 ここでは、短い時間

ではあ りま したが休み時間に子

どもたちと触れ合 う機会が与え

られた点、子 どもたちの授業風

景を見せていただけた点におい

て、大変貴重な経験で した。

地峨橘差を目の当た りに

ビンフック省、ロンアン省 と

もに、現在経済的に発展 してい

るベ トナムを象徴 しているホー

チ ミンとは対照的に、インフラ

ス トラクチャーの普及す らまま

な らない様子であつたことに驚

きま した。高層 ビルや、舗装 さ

れた道路を通 るた くさんの車や

バイク、先進国同様のお しゃれ

な喫茶店や巨大シ ョンピングモ

ールを目にするホーチ ミンと、

同 じ国とは思えないほどの格差

が見受けられま した。 ロンアン

ビンフック省の中学校の前の様子

省の小学校の近くでは、田んば

が広が り、家す らもあま り見 ら

れませんで した。 自分の体の2

倍ほどの大きさの自転車で登校

する小学生の姿が印象的である

とともに、小学校数の不足 とい

う問題 が頭 に浮かんできま し

た。またロンアン省よりさらに

遠いビンフック省では、立ち並

ぶ家々はみな隙間のある木の板

1枚 で作 られていて、 とても人

が住むような環境 とは思えず、

大変な衝撃を受けました。

ロンアン省の」ヽ学校にて
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子 ども基金の活動の

意味するもの

今回5週 間の活動を通 じて、

ベ トナムについて、 日本につい

て、子 ども基金について、また

私 自身について多くのことを理

解 し、考えさせ られました。そ

の中でも一番大きな確信 となつ

ているのが、 「子 ども基金の活

動は意味のあるもので、これか

らも継続 していかなければなら

ない」とい うことです。今回初

めてベ トナムの農村部を訪れ、

今まで何度も授業で耳にしてき

た、 「貧困」 「格差」とい うも

のを自分の目で見ました。彼 ら

の生活が彼 らにとつて幸せかど

うかは私 には判断できませ ん

が、彼 らに教育の機会を届ける

ことの重要性を身を持って感 じ

ました。教育は、子 どもたち一

人一人の可能性を広げ、希望を

創 り出すものです。私 自身、今

大学に通い、将来さまざまなこ

とに挑戦 したいとい う希望にあ

ふれた生活を送ることができて

いるのは、今まで受けてきた教

育のたまものであることは間違

いありません。また帰国後、何

人かの元青葉奨学生で、現在 日

本に住んでいる人たちに会いま
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した。彼 らが現在 日本で学び、

仕事をし、将来ベ トナムのより

よい発展に貢献 していくとい う

希望を持てるのは、青葉奨学金

があったからではないでしょう

力ち

“同時代意識 "を持って

私は帰国後、ぜひ活動を続け

たいと思い、近藤 さんにお願い

して、現在子 ども基金のお手伝

いをさせていただいています。

月 1度 の勉強会は、私にとつて

さまざまな意見を聞き、自分の

視野を広げる大変有意義な時間

です。これまで勉強会の中で、

最も印象的で今後私たちが目指

していくべきものだと思ったの

イま、 「これからよりよいムミトナ

ムの発展のために “同時代意

識"を持つ。また、一緒に両国

の子 どもたちを育てていくとい

う考 えを持つ」 とい うもので

す。これはベ トナム人、 日本人

関係なく、一緒によりよい世界

を作ってい くとい う考 え方で

す。子 ども基金はこれまでも多

くの子 どもたちに、奨学金 とい

う形で希望を与えてきました。

この実績を生かしながら、現在

急速に発展するベ トナムで経済

的格差から教育を受けることの

できない子 どもたちに、希望を

届けていく役割を子 ども基金は

担つています。 さらに子 ども基

金は、その活動を通 じて、両国

の人たちの “同時代意識"を高

めていく役割も担つているので

はないでしょうか。私は現在、

ベ トナム人留学生 とICUの学生

と一緒に “同時代意識"を持っ

て、今後も子 ども基金の活動を

続けていくため、また拡大させ

るための活動ができたらと思つ

ています。5週 間の滞在は、私

自身の将来に大きな影響を与え

たとい う点において、また私と

ベ トナムとの繁が りを確かなも

のにしてくれたとい う点で大変

貴重なものでした。私を受け入

れてくださつた子 ども基金の皆

さまに感謝 して、報告を終わ り

にさせていただきますc

くり|ま ら ,ま るき

(栗原 陽紀 )

<ダナンのストリー トチル ドレンの今>
第69回 ピースボー ト地球一月

クルーズに乗船 しダナンに寄港

したときの様子を報告 します。

36名 のオプショナルツアー参力日

者で、職業訓練施設 とそこに通

うス トリー トチル ドレンが共同

で暮 らす家を訪れてきました。

職業訓練施設ヘ

2010年 4月 23日 早朝、ダナン

のティエンサ港でツアーバスに

乗 り込み、そこから20分ほどの

職業訓練施設へ。入 口に並んだ

子 どもたちの歓迎 を受 けなが

ら、私たちは敷地内に入 り、ま

ずは現所長マンさんと、元所長

で毎回のツアーガイ ド役でもあ

るアンさんから説明を聞きまし

た。ニュー ヨーク在住アメリカ

人の5万 ドルの寄付がきつかけ

で1991年 に設立されたこの施設

は、 「ダナン・ス トリー トチル

ドレンプログラム」という名称

のNGOが 管理を行つています。

土地は政府か らもらつたもの

で、その後は主に外国の団体か

らの支援で成 り立っているそ

う。ベ トナムでは政府による子

ども支援対策がないため、NG0

の役割が大きいのだとか。ダナ

留学生との日帰り旅行にて
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ンにはヨーロッノくのNGOが設立

している「SOS」 とぃぅ職業訓練

施設もあるけれど、ス トリー ト

チル ドレンのサポー トをしてい

るのはここだけ。当初は市内の

子どもが自分から施設に入 りた

いと訪ねてきたので、家族の状

況を判断した上で受け入れるか

どうかを決定。そのうちこちら

から農村部などにも出かけ、支

援が必要な子どもを探 して連れ

てくるようになったそ うです。

日本への感謝

NHKの テ レビ放送をきつかけ

として、 日本および世界中から

支援が届 くようになり、おかげ

で現在活動の中心となっている

ス トリー トチル ドレンプログラ

ムを発足できました。2000年か

らは山口大学より毎年30人分の

奨学金ももらつています。 日本

には感訪寸しています、とアンさ

おノ。

クラスを見学

教えているのは、裁縫 (6カ

月)、 刺 しゅう (9カ 月)、 パ

ソコンのタイ ピング (3カ 月 )

の3種類で、朝 と年後の2つ のク

ラスに分かれてお り、各クラス

の定員は20人。空きが出たら新

しい生徒を入れる形 とのこと。

初 めに裁縫 コースの教室 を見

学。裁縫道具 はカナダか らの

4000ドルの寄付で購入 したそ う

です。今 日は祝 日なので人数が

少ない≧聞いていたけれ ど、ク
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ラスの半数は出席 しているよう

で、1人 1台ずつ ミシンに向かい

練習に励んでいました。男の子

も数人。シンチャオとあいさつ

す ると笑顔 を返 して くれ る子

や、見知 らぬ外国人の私たちに

緊張 して うつむいたまま作業に

没頭する子などさまざまです。

通つている生徒は14～ 18歳 とい

う説明でしたが、次にのぞいた

タイピングクラスには、英語の

話せ る21歳 の女の子がいま し

た。刺 しゅ うコースの教室で

は、生産物店でよく見る小物に

あしらわれているような、色 と

りどりの車花やアオザイ姿の女

性を、女の子たちが手縫いで布

地に施す練習をしていました。

生活できれば満足

マ ンさんやアンさんによる

と、子 どもたちは路上で新聞売

りや靴磨きをするより技術を覚

える方がよく、外国に売るおも

ちゃなどを作った りもしている

そ う。ここで楽 しく過ごし卒業

後仕事が持てるよう指導 してい

るので、生活できる程度の収入

は得 られるようになるといいま

す。優秀な子 どもは大学まで支

援、18歳 になると結婚が認めら

れるので新婚カンプルには新居

支援も。また施設外の子 どもに

も奨学金や文房具を与えている

そ うです。メンタル面のケアは

特にしていないけれ ど、深刻な

場合のみ病院に連れて行 くとの

こと。参加者から、生活できる

程度の収入 とい うのは、一般的

なベ トナム人の収入 と比べて満

足な金額であるのかとい う質問

が出ると、 「ベ トナムは農業中

心の国なので、生活がゆつた り

しています。生活 さえできれ

ば、収入による満足度は変わ り

ません」とい う答えでした。 日

本 との大きな違いを感 じ、考え

させ られた言葉で したが、ホー

チ ミンなどにいると、ベ トナム

セ レブか と思える人や、よリハ

イ レベルな生活を目指 し頑張っ

ている人たちが出てきているの

も確かです。ホーチ ミン、ハ ノ

イに次いでダナ ンが3大都市の

ひ とつだ と聞きま したが、ダナ

ンはまだまだ 田舎 の よ うです

ね。そ ういえばダナン近辺の中

部がベ トナムでも最 も貧 しい地

域だ と、子 ども基金の勉強会で

聞いたことがあ ります。ベ トナ

ム国内の地域格差をも実感する

一方、生活できる収入があれば

それで満足だ と思える感覚を、

先進国に住む者の失つたものね

だ りで、ある意味 うらやま しい

とも感 じ、幸せ とは何か、少 し

分からなくな りました。

支援物資を渡す

日本か ら船に積んで運んでき

た文房具などを手渡す と、子 ど

もたちは大喜びで した。私はピ

ースボー トのボランティアスタ

ッフとして数年、支援物資を集

めるセクシ ョンに関わつた経験

があ ります。 日本国内で何百件

もの電話依頼をして、いろいろ

な国にさまざまな支援物資を集

めなが ら、いつかは自分の手で

最後まで届けたい、 どんな人た

ちが受け取つているのか、その

相手に会ってみたい と思つてい

ま した。今回の旅で6年越 しの

その 目標が達成でき、受け取 り

慣れ しているだろ うと想像 して

いた子 どもたちが意外にはしゃ

いでいるのを見て、これまでの

頑 張 りが報 われ た気 が しま し

た。支援す る際に相手か らの感

謝を期待するのは間違つている

と常々考えているので、押 しつ

けがま しい気持ちは持たないよ
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うにしていますが、子 どもたち

の素直な笑顔は私にとつてはご

褒美のようでした。

ス トリー トナル ドレンの森ヘ

次に少 し離れた所にある、ス

トリー トチル ドレンが共同で暮

らす家に向かいました。全部で

5軒あるそ うで、私たちは3つ の

グループに分かれて行動するこ

とに。l軒 目で最初のグループ

がバスから降 ります。ここは男

の子だけの家だそ うです。そこ

か らまた少 し離れている2軒 目

と3軒 目は同 じ敷地に並んでい

て、私が訪問 したのは2軒 目で

した。家 とい うよりは2階建て

の細長いアパー トのような感 じ

で、そこに住む子 どもたちが私

たちの手を引つ張って、中を案

内 して くれま した。 1階には共

同の台所 と居 間 と トイ レが あ

り、2階部分が子 どもたちの部

屋になつています。部屋はい く

つかに分かれていて、その広 さ

に応 じ4～ 8人 くらいで使 えるよ

うに、2段ベ ン ドと収納用の棚

が置かれていま した。 2段ベ ッ

ドの上下 どちらかのみが個人ス

ペースとい うわけで、これは机

も兼ねてお り、勉強道具や教科

書なども各ベ ン ドに置いてあ り

ま した。家 1軒につき30人 の子

どもと、父親役 と母親役の大人

がいるそ うです。空きが出た と

きだけ新 しい子 どもを入れ るけ

れ ど、親 がいない4歳 までの子

2011年 2月 15日 (火)ベ トナム子ども基金通信第52号

どもの場合は無条件で受け入れ

ているとのこと。子 どもたちは

普通の学校にも通つてお り、職

業訓練施設へは、大きい子は自

転車で行き、小さい子は車で連

れて行 くようです。

お母さんのベ トナム家庭料理

建物横のオープンエアのスペ

ー スで 3つ の丸テーブル を囲

み、子 どもたちと昼食。ここの

家のお母 さん役の女性が作って

くれたベ トナム料理はとてもお

いしかったです。各テーブルに

お姉 さん的な存在の女の子がい

て、小さい子たちの世話を焼き

つつ、ホス トさながら私たちを

接待 してくれたのには感心しま

した。私のテーブルにいたのは

ニヤントちやんとい う19歳 の女

の子で、料理を取 り分けた り、

鍋で野菜や魚介を煮た り、会話

が途切れないよう話 しかけてく

るな ど、心を配つて くれま し

た。そ して気を遣ってくれるの

は小さい子 どもたちも同じで、

みんなの分を取つてしま うので

は と遠慮がちな私たちの小皿

に、どんどん料理をのせてくれ

ます。お客をもてなそ うとい う

気持ちがしつか りあるようでし

た。ニヤントちやんは英語が話

せて、看護師になるのが夢だと

教えてくれました。 「またここ

に来る ?」 と聞くニャントちや

んに、みんなとりあえずイエス

と答えていたけれ ど、来 られる

確率は低いだろうと思 うと、少

しせつなくなりました。

―
の一員である子どもたち

小さなブランコがありたくさ

んの洗濯物が干 してある、建物

と同様に細長い庭の中で、私た

ちはボール遊びをした り折 り紙

を折った り、お互いに歌を披露

した りしました。ここに来て最

初に子 どもたちのベ ンドを見た

とき、狭 くてかわいそ うだと感

じたのですが、3時 間近 くを過

ごす うちに、この家は逆に、ち

ゃんと愛情を得 られる場所なの

ではないかと思えてきました。

職業訓練施設でもそ うだつたの

ですが、子 どもたちが明るくて

とてもス トリー トチル ドレンに

は見えないのです。32人で1世

帯の大家族のような生活は、案

外楽 しいので |ま ないで しょう

か。ス トリー トテ
'レ

ドレンとい

つても、親がヽヽなモ`子、親がい

ても路上生活を送って 1ヽ る子、

経済的事情で親 と華れていなけ

ればならない子 どもなど、背景

はさまざまなようで■が、ここ

に来る以前の暮らしつ方がよほ

どひどかったとモ`う子 t少なく

ないのかもしれません=メ ンタ

ル面のケアは特 |こ していないと

い う話でしたが、それ |ま 子 ども

たちに愛のある生活を与え将来

的な自立をサポー トする取 り組

みを続けているとヽ` うこのNG0

のや り方が、子 どtiち の′いを

癒す役割を十分に果たしている

からなのでしょうこ

また会えるかな

アンさんは最後 に言いま し

た。 「海や山などで妥光もでき

たのに、子 どもたちに会い |こ 来

ることを選んでくれてありがと

う。ここで見たもの、そ して子

どもたちのことを、ずつと忘れ

ないでください」。船旅の途上

だつた私たちに与えられたベ ト

ナムでの滞在時間は、ほんの8

時間しかなかつたのです。ダナ

ンが初めてだった私は観光にも

興味はありましたが、子 どもた

ちと交流する方が大切に思えま

した。お礼を言いたかつたのは
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こちらの方です。たった 1日 足

らずで見聞きし感 じたことは、

そのすべてではないかもしれま

せんが、深 く心に残 りました。

地球一月はそ う何度もできない

けれ ど、ベ トナムなら近いとい

うことに後 になってか ら気づ

20‖ 年2月 15日 (火)ベ トナム子ども基金通信第52号

き、ここをもう一度訪ねるのも

可能なのではないかと今は考え

ています。

里親基金会員

きたがわみかこ

(北川美香子 )

昨年のべトナムスタディーツアーの交流会に参加した里子、元里子の
ある日の1日をレポートしてもらいました

ベ トナムの学生の1日

れの二日 Cんu∬θ用
『

打a月ん (チュー・ホン・ハィン)

TttPT Cんu VaЛ A月 (チュージァンアン高等学旗)

<学月>
ネはいつもヱ日を5J寺30分項つゝら始める。歯魔き九顔得 終えた狡 11泉族の分の朝食を作
る。ネの泉族は合わせて3人だけだが、近てもにぎやつ`で芥口ど。
御寺ヱ」分に入を出てバスに衆る。学旗は7時:5分 お`ら始まって工午まで。学演の猿業はピ
ても面白げしためになる。休み時間はみんな辻諸 tた ,お、ざけ合ったりすろ (光 とだ
け )。

<昼>
:2切寺に入に

'予

るためノミスイ†に洵0ゝ う。
だ、】た、ゝはヱz片30分項 |〔 泉に若く。両れは人払たに昼食をとって仕子に佑える。ネはテ
レビを祝ながら食べる。その狡はその欠子の手伝 】ヽなどを夕 にする。

<ダ >
空に逸わなけ細 fな らなヽ)。 坐の決業は午倹2片つゝらダオ4片まで続く。その倹は持と一
緒にダ振の史度をする。ネの久は既にえ年だが、泉族のためにアルバ/T卜 をとて、〕ろ。
ダ会は泉放一緒に、σ時∂θ分あたりにテレビを祝て子 したりにながら食ぺる。

<晩>
お風呂などに入った倹は勉強をする。ヱZ年生 (高旗3年■)は病延が力く、とつ`も非 と、〕

のでI:Л寺30分 まで涙�る。その倹は夜る。勉強ばり`りで光 に友ながたまる日だが楽 にヽゝ

こともあった。
<好 きなこ遜>
子恭を準 くこ遜、両紀や友之ゼ会子 をするこ
と、テレビを祝ること、読言が好 き。学旗の

李貝会治動なども来 にくてためになるので好
き。

<狩来の芽>
魂たのネのケは志望旗、志望学部に史つ`るこ
遜。もと機会があなlf管 学もにたげし、、ゝ、】

仕子に沈ヽゝて両れを去!じ させたい。
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れの二日 とe AЛんNFuyet(レー・アィン・グエント)

DaF ttθじκんθa ttθじXa打0,va Nん an VaЛ

僻 会升学&人夫升学大学)

<朝 >

日常習慣おゝら始める。大学 |〔 行 き■代会の考動など|【 参prlす る。大主と社会や勉識につ うヽて会

子を久わ したり、図言室で木を桔 りる。

<昼 >
会堂で昼会 (ト ウモロコシリ`パン)、 図言室で休懲、子来を卒いたり本を読んだつする。

<ダ >
大学の猿業に出ろ0｀姉 を訪な、いとこの面例 を兄ろ。迅末はれ会福れ団体ゼゼもに子ども対や

病院を訪なる。

<晩 >

ダ食、休懲、同后の友之ゼ公子 を楽 td。 盗歯、よ歩、みんながバスケットやバレーボールを

にて 〕ヽるのを枕ろ。迅 |〔 Z日 は衆麒 節のアルバイ ト。

<好 きなこピ>
会計、 ユヽとことおやつを食ぺるこピ、読言、夜 |ミ 匂稼率をこヽゝでハノイを〃Lめ るこ芝。タイビ

ンの子終4空気が―な好 き。

<狩米の歩>
!じ J■学の次論、次えながら研究もする。

不弁」な坑走 |【
】ヽる子どもたちのよヽゝ日々を作 り上げるこピ。

れの二日  丁ran丁ん,Tん eЛ (ッ ァン・ティ・テン)

Su Pんn阿大学 は市大学)

<朝 >

朝5Л寺∂吟 た床。まず夕 に運動 をとて休力を高めなけなば。今 日もほ0ゝ の人ゼ同ビく5時間の

緊浪ピ友方の狭業だけど、学決 1莉邑うのはゼても恭 にヽ うこピだゼきう。

朝食倹、学旗 |〔 行 きクラスメー トと恭 にく勉歯。みんなとても、ゝ、〕人で、ネ もよくみんなを争

伝 ったりするけど、評剪 をゝ助け らなるこゼもピても恭 tr。

<昼 >
今 回は食堂でお演物 が出たけど、すっごくお Ⅲヽにヽ !ゝ お母さんの争洋J■みた うヽ

。お号さんゼ

久族 |〔 公ヽゝたヽゝなぁ。 もっピ勉子食涙枚んなきゃ。お無さんは考方 にてるんだろうなぁ。

<ダ >
ダ方は化学の狭業で実験 をにた。やっばり央験があっての化学だピ恐うんだよ仲。 もっピタロ,

たけなぁって思える。勉強が終わったら図宮室へ行って本でも読 もうつ`な。

<晩 >

テレビを見て気分をスッキリにておこう。 ビゃなきゃ頭が回らな うヽ。ちょっと勉強 にたら期日

早 くた きるためにすぐ夜なきゃ。

<好 きなこゼ>
詭言、匂蒜車をこ、ゝでハノイを回ること、次感 節のアルバイ ト。

<狩米の芽>
化学の次論。
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ナムからの

夢を実現 して、
社会に貢献 したい

グエンロヴァンロハイ

初めに、里親 さまとご家族の

皆さまの健康お祈 りします。

1年 の流れ は とて も速いで

す。今 日、また私は里親 さまに

手紙を書きます。これは私にと

つて、1年に1度 の習慣 といつて

もいい、好きな行事です。確か

この手紙は8通 目の手紙です。

つま りこの8年間里親 さまか ら

の支援を受けているわけです。

この手紙も里親 さまに対する私

のその長年 の感謝の気持 ちで

す。

青葉奨学会を通 して、里親 さ

まの支援いただいて、私は本当

に幸せで、ありがたいと思つて

います。この奨学金は私には、

洪水のときにその流れに賜れ死

にそうになつたときの浮き袋の

ようなものです。私の家庭の事

情は里親 さまもお分か りになっ

ていると思います。わが家には

家がなく、川の上の小型木造船

に住んでいます。周 りには何百

もの小型木造船があります。父

は毎 日朝早 く起き、フェリー乗

り場へ渡 し船をこいで行き、フ

ェリーに乗 り遅れたお客さんを

乗せ、川を渡 します。大部分の
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お客さんは野菜、果物を水上市

場で買つて村の人々に売るお客

さんです。父の稼いだお金で家

族4人 を養 うのはとても大変だ

と思います。

昨年度は、里親 さまの支援の

おかげで私は学費を払い、ノー

ト、教科書などの勉強道具を買

うことができました。私にとっ

てこの奨学金はこれからの新 し

い学年 に とて も必要なもので

す。これからも支援をよろしく

お願いします。里親 さま、青葉

奨学会の皆さまを裏切 らないよ

うに、そ して自分の夢を実現で

きるよ うに頑張つて勉強 しま

す。いいお医者 さんになり、社

会に自分の力で少 しでも貢献で

きるようにしたいと思います。

この国、社会には困難を乗 り

越えながら、頑張つて勉強する

人がいます。私が見習わなけれ

ばならない人々です。皆それぞ

れの家庭の事情、人生を抱えな

がら、生きる意志を持っていま

す。彼 らは私を将来へと導いて

くれます。彼 らにも私のように

支援が受けられるように祈つて

います。

最後に、里親 さまとご家族の

皆さまのご健康 と、お仕事が う

まくいくようにお祈 りしていま

す。里親 さま、青葉奨学会の皆

さまに感謝の言葉をお送 りしま

す。

努力で夢を実現 します

グエン・チャップロドゥォン

初めに、里親 さまとご家族の

健康をお祈 りします。

里親 さま、私は喜びをもつて

クイ ン・ コイ高校 に入 りま し

た。これは勉強、高校に入るた

めの受験勉強の苦労の末の結果

だと思います。高校に入るとい

う自分の目標に無事到達できま

した。私は高校 1年 A6組で、数

学、文学、外国語を専攻するク

ラスです。高校に入つて、小学

校に入つたときに似た戸惑いを

感 じました。私はとても憶病な

性格なのです。クラスは50名 い

ますが45名 が女性で、男性が5

名 しかいません。私は初め女性

が大多数のクラスで勉強するの

がちょっと怖かったですが、現

在はもう慣れてきました。

学校が家から5、 6血 と離れて

い るので、朝 は6時 に家 を出

て、昼の12時に帰 ります。大変

ですが自分の夢を実現できるよ

うに頑張つています。 「夢を実

現するには才能は2%だけ、残

りの98%が努力です」と里親 さ

まの教えてくださった言葉をい

つも覚えています。

私は第3期 の奨学金をもらい

ま した。おかげで学費 を払 つ

て、安心 して勉強ができます。

タムさんが2つ の大学に受かつ

たと聞きましたが、里親 さまは

ご存 じでしょうか。タイビン医

科大学と貿易大学です。私も夕

ムさんのように頑張 ります。里

親 さまは私を支援するために一

生懸命に働いていますが、健康

にも十分に気 をつけて くだ さ

い。健康はとても大事なことで

す。私はもう高校1年生で、大

きくなり、考え方も前よりしつ

か りしてきたと思います。 自分

の努力で夢を実現できると信 じ

ています。

里親 さまとご家族の皆 さまの

幸福をお祈 りします。
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優秀な医師になるため

頑張 ります

チンロティロタインロタム

初めに、お姉 さん とご家族の

皆 さまの健康 と幸福 をお祈 りし

ます。長い間お姉 さんに手紙を

書かなくてすみません。

私 は長 い問の受験勉 強 を経

て、大学の入試 を受けま した。

その試験の結果をお姉 さんに報

告 します。貿易大学に24点で、

タイ ビン医学大学に21.25点 で

合格 しま した。 どちらの大学に

入 るか迷いま したが、タイ ビン

医学大学を選びま した。 タイ ビ

ン医科大学で勉強す るな ら、下

宿せずに自宅か ら通学できます

ので、費用を大いに節約できる

と思います。それに、医師にな

れば、人々の病気を治す ことも

できます。母は私の考えに賛成

して くれま したが、お姉 さんは

いかカミですか。

入学 して、2週 間近 くにな り

ま した。毎 日自転車で学校に通

つています。学校 は家か ら3km

離れていますが、 自転車での往

復は大変ではあ りません。私の

クラスは48名 います。教室には

ラオス人 とカンボジア人が7名

います。 クラスは楽 しいです。

医学の勉強は6年 かか り、かな

り長いし、勉強す るプログラム

も難 しいそ うです。新 しい環境

に入 り、戸惑い と不安がいつぱ
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いです が私 は精一杯頑 張 りま

す。

夏休みは受験勉強のため、ラ

イムを売 りに行 くことができま

せ んで した。大学 に受 か つた

後、 うちで近所の子 どもたちに

勉強を教 えていま した。小学 1

年生か ら5年生まで、各 クラス

は数名です。生徒たちはまだ小

さいので、いたず らと遊びが好

きです が、素直 な生徒 もいま

す。 日曜 日以外、 1日 に2回毎 日

教えま した。教えるのは大変で

す が、 とて も楽 しいです。特

に、生徒の進歩を見るのは うれ

しいことです。教えることか ら

入るお金を授業料 と教科書代に

使 いま した。 夏体 みが終 わつ

て、現在は 2名 の生徒にだけ教

えています。残 り時間は自分の

勉強に集 中しています。お金を

稼 ぐことはいいことですが、そ

のために自分の勉強をほ うつて

はおけませんからね。

私の母は最近体力が少 し弱つ

ています。 この間は 2週 間入院

しま した。私 と妹は交代で母の

世話をしま した。幸い私の大学

は病院の向かいなので、授業が

終わつてか ら病院に行つて母の

そばにいま した。伎は病院で寝

ま した。現在、母の病気はよく

な り、 うちで薬 を飲 んでいま

す。お姉 さんも安心 して くださ

い。

妹 は今年高校 2年生で、真面

目に勉強 しています。 ときどき

難 しい問題の手助 けをしていま

す。

そ うそ うお姉 さん、奨学金 を

も らい に行 った とき、チ ャ ン

プ 。ドゥオ ン さんに会 いま し

た。チヤンプ・ ドウオンさんは

前より少 し背 も高くな り、また

少 し太つたようです。私たちは

楽 しくお しゃべ りしま した。私

は ドゥオンさんが自分の夢を実

現 し、社会の役に立つ人間にな

ることを望んでいます。

私は、お姉 さんは自分の仕事

が忙 しいのに、貴重な時間を割

いて私たちに関心を持ってくれ

ていることに対 して、 とても感

謝 して します。お姉 さんの家族

はお元気ですか。お仕事が忙 し

くても、健康には気をつけてく

ださい。私の母か らもお姉 さん

によろしくとのことです。私は

お姉 さんになん とお礼を言えば

いいのか分か りません。お姉 さ

んがこれか らも引き続いて支援

してくださると、私 と、私の家

族はとてもうれ しいのですが。

優秀な医師になるためにこれか

らも頑張 ります。お姉 さんの手

紙をお待ちしています。

【編集部注】
ドゥオン君とタムさんの里親は同
一の人で、スタディーンアーで2

人一緒に里親 と面会 してお り、住
まいも同じ省で交流があります。

0事務局から

◆ ご入金報告  ご支援ありがとうございます (順不同・敬称略) (「 新」は新規会員 )

2010年 8月  里親基金 小坂順子 (新)岡 崎滋子 兵頭史朗 兵頭澄乃 伊藤界男 窪寺裕子 吉田紀子

2010年 9月  里親基金 中台正四 野村利実 村松直子 Maret飛鳥 樋川宏子 NGUYEN QUOC KHANH(新 )

賛助基金 光武福見 。まち子

2010年 10月  里親基金 藤田専二郎 照井保 くにたち国際友好会 野村利実 神谷尚代 金城清喜

鹿子嶋桂子 高橋笙子 高橋正利 工藤裕子 水野良治

2010年 11月  里親基金 南康雄 姜只成 中台正四 福田和子 福田修 大木秀子 小澤光子 唐澤輝雄
福島三恵 野村利実
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2010年 12月  里親基金 坂本尚子 (新)松 石陽子 中里順子 古賀恵一 今井幸恵 岡準造 小口順正
柴田愛子 本間きく 小河原理枝 橋本誠勇 橋本進司 一般基金 佐々木和子 賛助基金 櫛田鉄雄
望月良憲 椙山アヤ子 佐藤吉信 渡辺すみ子 黄梅基金 大石卓 (新)橋 本進司

2011年 1月  里親基金 野村利実 角田依里 高柳直正 中台正四 長谷川博勇 中達秀世 佐藤春美
東京美装 「従業員ボランティア」基金 大宮薫 中嶋正明 阪本恵美子 関根雅彦 清水匡
一般基金 ACAア クア 近藤昇 賛助基金 中嶋正明

2011年春の木運動 椙山アヤ子 佐藤吉信 渡辺すみ子 小鹿幼稚園 (新)早 乙女和義 鶴尾能子
松原美知子 工藤幹雄 石川邦夫 荒川勝 小原洋二 樋川宏子 奥山義夫 小林宏男 中嶋正明
欽晃知 近藤昇 松田幸子 小田正和 海老原かつ子 本聞きく 小河原理枝 中村伸 佐々木和子
小林正敏 鏑木美穂子 ベ トナム青葉奨学会奨学会沖縄委員会 石出修一 石森順子 小池正臣
近藤玲子 水谷美奈子 草間俊介 小林初江 服部泰子 阪本恵美子 中野洋一 吉原とも子
大島光恵 渡辺尚子 角田依里 馬場喜代子 唐澤輝雄 中達秀世 原二郎 持田利子 開発宏
(有)サ クセス・ファーム 仙波広雄 飯田一男 佐々木善春 関根雅彦 高橋笙子 横井琢哉 福田和子
打田咲 千賀恒雄 堀江渥子 浅利幸江 三村敏子 横野令延 福田修 曽我敏子 菊地美佐子
坂本尚子 小堀敬子 尾形嘉吉子 岡準造 柴田愛子 高橋強 細川敦子 岸田範子 中里順子
北村久美子 岸和田コスモスライオンズクラブ 水野良治 DAO DUY AN 神谷尚代 所やよい 姜只成
豊裕晃 鹿子嶋桂子 丼上富雄 渡邊洋子 石岡キセ 岡村多美子・正寛 NGUYEN QUOC KHANH(新 )

中村一恵 樋川好美 中谷ギア 原孝雄 池島智世 野村利実 NGUYEN THANH PHUC 黒羽宏 長瀬 りつ

*お願い :通信送付の際の封筒宛名に、里親会員と一般会員になられている方には、会員番号と最終
入金日が記入されています。年会費の納入をお忘れなきよう、お願いします。

◆べ トナム子ども基金会員募集 !(友人・知人をお誘いください。ご協力をお願いします 1)

口座名 (共通)特 定非営利活動法人ベ トナム子 ども基金  (カナ):ト クヒ)ベ トナムコ ドモキキン

里親基金用 (一般、賛助基金を含む)

聾弔なこ初素驀泰  00100-6-546799 銀行 (みずほ銀行駒込支店)普 通1121865

黄梅基金用 (個別寄付、学校建設を含む)

郵便振替 001304552361 銀行 (みずほ銀行駒込支店)普 通1121873

◆事 務局 だ よ り

梅花の候、皆さまいかがお過ごしでしょうか。通信52号を最後までご覧いただきありがとうございま
す。

1月 15日 (土)午後2時 より、ABK(ア ジア文化会館)で、1月 事務局運営会議行い、勉強会では長尾員
文国際基督教大学 (以下ICU)教授よりベ トナムでの経験のお話を伺いました。通常、運営会議では、
事務局の運営方針や活動内容、会員の方からの要望などを話 し合います。勉強会では、ベ トナム人留学
生、元留学生を案内人として自身の経験に基づいたお話をしていただき、参加者 と歓談します。そのほ
か、昨年は当基金を通 じて ドンズー 日本語学校、青葉奨学会事務局で研修を行つた、ICU在学中の栗原
さんの報告会 (今号掲載)も行いました。

里親基金 :年額 1口 20,000円

学生会員 :年額 1口 10,000円

特定の子どもに「里子」として奨学金を支給する「里親」になっていただ
きます。ベ トナム青葉奨学会から、子どもと家族の状況を説明する履歴票
が届き、里子との手紙のや りとりができます。

一般基金 :年額 1口 12,000円
子どもたち全体の 「里親」という関係を想定しています。通信を通じて会
の運営報告、子どもたちの様子などをお伝えします。

賛助基金 一般基金に準 じます。金額、回数などいっさい自由です。

学校建設黄梅基金
青葉奨学会と相談の上、ベ トナムの辺地に学校を建設 します。該当学校に
青葉奨学金を併設することも可能です。

個別黄梅基金 :1口 30万 円以上
個人またはグループで黄梅基金を設立し、預金利子を奨学金とします。基
金の名前、支援地域・学校等は、ご相談の上決定します①

ベ トナム黄梅基金 :1口 10,000円 複数のベ トナム子ども基金会員で基金を設立し、預金利子を奨学金とします。

ベ トナム子ども基金へのご寄付は、下記の口座にお願いいたします。NPO化で口座番号が変わ りました
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なお、運営会議、勉強会はどなたでもご参加いただけます。今後の勉強会の予定を同封いたしますの

でご覧ください。皆さまのご参加をお待ちしてお ります。ご参加いただける方は会場準備の都合があり

ますので、お手数ですが事前に事務局までメール、電話およびファクスにてご連絡をお願いいたしま

す。

現在、事務局では皆さまに里子の履歴票を発送 してお ります。今年度も経済的に厳 しい境遇の学生に

奨学金を支給 してまい ります。昨年 11月 末に、ベ トナム人留学生、元留学生、運営委員、協力会員の

方々にお手伝いいただき最初の履歴票翻訳会を行いました。履歴票にベ トナムの地図、里子への手紙の

書き方を添えてありますので、こちらもご参照ください。

昨年度、里子が高校3年生だった方には奨学金支給終了の手紙を送 らせていただきます。青葉奨学会

では原則、奨学金の支給を高校卒業までとしてお りますが、青葉奨学会側が成績優秀で、素行が優れて

いると判断した場合、または、里子から手紙で大学進学により支給をお願いし、里親が継続を希望する

場合、大学進学後も引き続き奨学金を継続支給することができます。里子から皆さまへ、直接、奨学金

継続の要望がある場合は、子ども基金事務局から青葉奨学会へ再支給の手続きを要請 しますので、事務

局までご連絡お願いいたします。そのほか、ご不明な点がおありの際はご遠慮なく事務局までお問い合

わせ、ご相談ください。
また、支給終了後も青葉奨学会を通 じて手紙のや りとりを続けることができますので、皆さまのベ ト

ナムの子 どもたちとの交流をぜひ続 けていただきたい と存 じま

す。
末筆ながら、2011年 もベ トナム子 ども基金並びに、事務局をよ

ろしくお願い申し上げます。今年も事務局の活動を充実させ、皆

さまの当基金へのご支援に応えられるようスタンフ~同取 り組ん

でまいります。
手紙や通信の発送、運営会議、事務局運営などの活動はボラン

ティアの方々によつて支えられてお ります。この場を借 りて、昨

年 ご協力いただいた皆さまにお礼申し上げるとともに、新たにお

手伝いいただける方を募集 してお ります。当基金の活動にご興味

をお持ちの皆さま、ぜひご参加 ください。 (坂本)

ベ トナムの教育

事務局です (狭い 1)

学制 :小学校5年 (義務教育)、 中学校4年、高校3年、
大学4～ 6年

教育年度 :9月 に始まり、翌年の6月 中旬頃に終了
幼児教育 :保育園 (3カ 月～3歳 )、 幼稚園 (3カ 月～5歳 )

初等教育 (日 本の小学校に当たる)

就学率950/0(2006年 )

6歳～11歳 (5学年)を対象とした義務教育
全国に1万 5千校、児童数は704万 人 (2006年 )

大部分の学校が2部制 (教室が足りないため、
午前と午後で生徒を入れ替える)

授業料 無料～60万 ドン/年
週休2日 (木・日曜日が休み)

前期中等教育 (日 本の中学校に当たる)

就学率790/O(2006年 )

11歳 ～15歳 (4学年)が対象

全国で9,700校 、622万人 (2006年 )

日曜日休み

後期中等教育 (日 本の高校)就学率410/O

15歳～18歳 (3学年)が対象

高等教育 大学数403校 公立326 私立77

学生数180万人 (2009年 )

短大3年、大学学士課程4年 (工学部5年、医学
部6年 )

大学院 修士課程3年、博士課程3年

国家大学 (首相直轄校)、 国立大学、民立 (私

立)大学に分かれる

以上、外務省「諸外国の学校情報」、ベ トナム統
計局資料等を参考としました。訂正、詳細情報等を
ご存じの方はお知らせください。

パッチリ話せるベトナム語 CD付 三修祉 29520岡 Lai Thi Phuong Nhung監修
元青葉奨学生で一橋大学大学院に留学中のライ・ティ・フーン・ニュンさんがベ トナム語の学習書を出版

されました。アジア文化会館ベ トナム語講師をはじめ、豊富な日本人向けベ トナム語教育経験を基にし

た、わかりやすい学習書です。「このテキス トは、ベ トナム語の基礎文法を紹介するのはもちろん、実用

的なシーン別ですぐに使える表現と語彙 (ご い)を も紹介するので、いろいろな目的に使えると思います。

例えば、ベ トナム旅行に行く前にベ トナム語を勉強しておきたい方々、ベ トナムとビスネスをする方々、
ベ トナム語を長く勉強したい方々などです」(ニ ュンさんから)ベ トナム語を学びたい方はぜひご購入を !

印用1:Eネ ットプリント発行人 :近藤昇 編集人 :黒羽宏
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